
数学Ⅰ・数学Ａ
問 題 選 択 方 法

第１問 必 答

第２問 必 答

第３問 �
�
�
�
�
�
�
�

いずれか�問を選択し，

解答しなさい。
第４問

第５問

― ２９ ― （２１０４―２９）



第１問 （必答問題）（配点 ３０）

〔�〕 不等式

n＜��１３＜ n＋� ………………………… 

を満たす整数 nは ア である。実数 a，bを

a＝��１３－ ア ………………………… 

b＝ �
a

………………………… 

で定める。このとき

b＝
イ ＋��１３

ウ
………………………… 

である。また

a２－�b２＝ エオカ �１３

である。
（数学Ⅰ・数学Ａ第１問は次ページに続く。）

（注）この科目には，選択問題があります。（２９ページ参照。）数学Ⅰ・数学Ａ

― ３０ ― （２１０４―３０）



から

ア
� ＜�１３＜

ア ＋１
� ………………………… 

が成り立つ。

太郎さんと花子さんは，�１３について話している。

太郎：から�１３のおよその値がわかるけど，小数点以下はよくわから

ないね。

花子：小数点以下をもう少し詳しく調べることができないかな。

とから

m

ウ
＜ b＜ m＋１

ウ

を満たす整数mは キク となる。よって，から

ウ
m＋１ ＜ a＜

ウ
m

………………………… 

が成り立つ。

�１３の整数部分は ケ であり，とを使えば�１３の小数第�位の数

字は コ ，小数第�位の数字は サ であることがわかる。

（数学Ⅰ・数学Ａ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅰ・数学Ａ

― ３１ ― （２１０４―３１）



〔�〕 以下の問題を解答するにあたっては，必要に応じて３７ページの三角比の表

を用いてもよい。

水平な地面（以下，地面）に垂直に立っている電柱の高さを，その影の長さと

太陽高度を利用して求めよう。
（数学Ⅰ・数学Ａ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅰ・数学Ａ

― ３２ ― （２１０４―３２）



図�のように，電柱の影の先端は坂の斜面（以下，坂）にあるとする。また，

坂には傾斜を表す道路標識が設置されていて，そこには�％と表示されてい

るとする。

電柱の太さと影の幅は無視して考えるものとする。また，地面と坂は平面で

あるとし，地面と坂が交わってできる直線を lとする。

電柱の先端を点 Aとし，根もとを点 Bとする。電柱の影について，地面に

ある部分を線分 BCとし，坂にある部分を線分 CDとする。線分 BC，CDがそ

れぞれ lと垂直であるとき，電柱の影は坂に向かってまっすぐにのびていると

いうことにする。

B

A

D
C

l

太陽光の向き

電柱の影

電柱

図 �
（数学Ⅰ・数学Ａ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅰ・数学Ａ

― ３３ ― （２１０４―３３）



電柱の影が坂に向かってまっすぐにのびているとする。このとき，�点 A，

B，C，Dを通る平面は lと垂直である。その平面において，図�のように，

直線 ADと直線 BCの交点を Pとすると，太陽高度とは∠APBの大きさのこ

とである。

B P

A

D

C

図 �

道路標識の�％という表示は，この坂をのぼったとき，１００mの水平距離

に対して�mの割合で高くなることを示している。nを�以上�以下の整数と

するとき，坂の傾斜角∠DCPの大きさについて

n°＜∠DCP＜ n°＋１°

を満たす nの値は シ である。

以下では，∠DCPの大きさは，ちょうど シ °であるとする。

（数学Ⅰ・数学Ａ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅰ・数学Ａ

― ３４ ― （２１０４―３４）



ある日，電柱の影が坂に向かってまっすぐにのびていたとき，影の長さを調

べたところ BC＝�m，CD＝�mであり，太陽高度は∠APB＝４５°であっ

た。点 Dから直線 ABに垂直な直線を引き，直線 ABとの交点を Eとすると

き

BE＝ ス × セ m

であり

DE＝�� ソ ＋ タ × チ �
�m

である。よって，電柱の高さは，小数第�位で四捨五入すると ツ mで

あることがわかる。

セ ， チ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

	 sin∠DCP 
 �
sin∠DCP � cos∠DCP


 �
cos∠DCP � tan∠DCP � �

tan∠DCP

ツ の解答群

	 １０．４ 
 １０．７ � １１．０


 １１．３ � １１．６ � １１．９

（数学Ⅰ・数学Ａ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅰ・数学Ａ

― ３５ ― （２１０４―３５）



別の日，電柱の影が坂に向かってまっすぐにのびていたときの太陽高度は

∠APB＝４２°であった。電柱の高さがわかったので，前回調べた日からの影

の長さの変化を知ることができる。電柱の影について，坂にある部分の長さは

CD＝
AB－ テ × ト

ナ ＋ ニ × ト
m

である。AB＝ ツ mとして，これを計算することにより，この日の電柱

の影について，坂にある部分の長さは，前回調べた�mより約１．２mだけ長

いことがわかる。

ト ～ ニ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� sin∠DCP � cos∠DCP � tan∠DCP

� sin４２° � cos４２° � tan４２°

（数学Ⅰ・数学Ａ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅰ・数学Ａ

― ３６ ― （２１０４―３６）



三角比の表

角 正弦（sin） 余弦（cos） 正接（ tan） 角 正弦（sin） 余弦（cos） 正接（ tan）

０° ０．００００ １．００００ ０．００００ ４５° ０．７０７１ ０．７０７１ １．００００
１° ０．０１７５ ０．９９９８ ０．０１７５ ４６° ０．７１９３ ０．６９４７ １．０３５５
２° ０．０３４９ ０．９９９４ ０．０３４９ ４７° ０．７３１４ ０．６８２０ １．０７２４
３° ０．０５２３ ０．９９８６ ０．０５２４ ４８° ０．７４３１ ０．６６９１ １．１１０６
４° ０．０６９８ ０．９９７６ ０．０６９９ ４９° ０．７５４７ ０．６５６１ １．１５０４
５° ０．０８７２ ０．９９６２ ０．０８７５ ５０° ０．７６６０ ０．６４２８ １．１９１８
６° ０．１０４５ ０．９９４５ ０．１０５１ ５１° ０．７７７１ ０．６２９３ １．２３４９
７° ０．１２１９ ０．９９２５ ０．１２２８ ５２° ０．７８８０ ０．６１５７ １．２７９９
８° ０．１３９２ ０．９９０３ ０．１４０５ ５３° ０．７９８６ ０．６０１８ １．３２７０
９° ０．１５６４ ０．９８７７ ０．１５８４ ５４° ０．８０９０ ０．５８７８ １．３７６４
１０° ０．１７３６ ０．９８４８ ０．１７６３ ５５° ０．８１９２ ０．５７３６ １．４２８１
１１° ０．１９０８ ０．９８１６ ０．１９４４ ５６° ０．８２９０ ０．５５９２ １．４８２６
１２° ０．２０７９ ０．９７８１ ０．２１２６ ５７° ０．８３８７ ０．５４４６ １．５３９９
１３° ０．２２５０ ０．９７４４ ０．２３０９ ５８° ０．８４８０ ０．５２９９ １．６００３
１４° ０．２４１９ ０．９７０３ ０．２４９３ ５９° ０．８５７２ ０．５１５０ １．６６４３
１５° ０．２５８８ ０．９６５９ ０．２６７９ ６０° ０．８６６０ ０．５０００ １．７３２１
１６° ０．２７５６ ０．９６１３ ０．２８６７ ６１° ０．８７４６ ０．４８４８ １．８０４０
１７° ０．２９２４ ０．９５６３ ０．３０５７ ６２° ０．８８２９ ０．４６９５ １．８８０７
１８° ０．３０９０ ０．９５１１ ０．３２４９ ６３° ０．８９１０ ０．４５４０ １．９６２６
１９° ０．３２５６ ０．９４５５ ０．３４４３ ６４° ０．８９８８ ０．４３８４ ２．０５０３
２０° ０．３４２０ ０．９３９７ ０．３６４０ ６５° ０．９０６３ ０．４２２６ ２．１４４５
２１° ０．３５８４ ０．９３３６ ０．３８３９ ６６° ０．９１３５ ０．４０６７ ２．２４６０
２２° ０．３７４６ ０．９２７２ ０．４０４０ ６７° ０．９２０５ ０．３９０７ ２．３５５９
２３° ０．３９０７ ０．９２０５ ０．４２４５ ６８° ０．９２７２ ０．３７４６ ２．４７５１
２４° ０．４０６７ ０．９１３５ ０．４４５２ ６９° ０．９３３６ ０．３５８４ ２．６０５１
２５° ０．４２２６ ０．９０６３ ０．４６６３ ７０° ０．９３９７ ０．３４２０ ２．７４７５
２６° ０．４３８４ ０．８９８８ ０．４８７７ ７１° ０．９４５５ ０．３２５６ ２．９０４２
２７° ０．４５４０ ０．８９１０ ０．５０９５ ７２° ０．９５１１ ０．３０９０ ３．０７７７
２８° ０．４６９５ ０．８８２９ ０．５３１７ ７３° ０．９５６３ ０．２９２４ ３．２７０９
２９° ０．４８４８ ０．８７４６ ０．５５４３ ７４° ０．９６１３ ０．２７５６ ３．４８７４
３０° ０．５０００ ０．８６６０ ０．５７７４ ７５° ０．９６５９ ０．２５８８ ３．７３２１
３１° ０．５１５０ ０．８５７２ ０．６００９ ７６° ０．９７０３ ０．２４１９ ４．０１０８
３２° ０．５２９９ ０．８４８０ ０．６２４９ ７７° ０．９７４４ ０．２２５０ ４．３３１５
３３° ０．５４４６ ０．８３８７ ０．６４９４ ７８° ０．９７８１ ０．２０７９ ４．７０４６
３４° ０．５５９２ ０．８２９０ ０．６７４５ ７９° ０．９８１６ ０．１９０８ ５．１４４６
３５° ０．５７３６ ０．８１９２ ０．７００２ ８０° ０．９８４８ ０．１７３６ ５．６７１３
３６° ０．５８７８ ０．８０９０ ０．７２６５ ８１° ０．９８７７ ０．１５６４ ６．３１３８
３７° ０．６０１８ ０．７９８６ ０．７５３６ ８２° ０．９９０３ ０．１３９２ ７．１１５４
３８° ０．６１５７ ０．７８８０ ０．７８１３ ８３° ０．９９２５ ０．１２１９ ８．１４４３
３９° ０．６２９３ ０．７７７１ ０．８０９８ ８４° ０．９９４５ ０．１０４５ ９．５１４４
４０° ０．６４２８ ０．７６６０ ０．８３９１ ８５° ０．９９６２ ０．０８７２ １１．４３０１
４１° ０．６５６１ ０．７５４７ ０．８６９３ ８６° ０．９９７６ ０．０６９８ １４．３００７
４２° ０．６６９１ ０．７４３１ ０．９００４ ８７° ０．９９８６ ０．０５２３ １９．０８１１
４３° ０．６８２０ ０．７３１４ ０．９３２５ ８８° ０．９９９４ ０．０３４９ ２８．６３６３
４４° ０．６９４７ ０．７１９３ ０．９６５７ ８９° ０．９９９８ ０．０１７５ ５７．２９００
４５° ０．７０７１ ０．７０７１ １．００００ ９０° １．００００ ０．００００ ―

数学Ⅰ・数学Ａ

― ３７ ― （２１０４―３７）



第２問 （必答問題）（配点 ３０）

〔�〕 座標平面上に�点 O（�，�），A（�，�），B（�，�），C（�，�）を頂点とす

る台形 OABCがある。また，この座標平面上で，点 P，Qは次の規則に従っ

て移動する。

規則
● Pは，Oから出発して毎秒�の一定の速さで x軸上を正の向きに Aま

で移動し，Aに到達した時点で移動を終了する。
● Qは，Cから出発して y軸上を負の向きに Oまで移動し，Oに到達し

た後は y軸上を正の向きに Cまで移動する。そして，Cに到達した時点

で移動を終了する。ただし，Qは毎秒�の一定の速さで移動する。
● P，Qは同時刻に移動を開始する。

この規則に従って P，Qが移動するとき，P，Qはそれぞれ A，Cに同時刻

に到達し，移動を終了する。

以下において，P，Qが移動を開始する時刻を開始時刻，移動を終了する時

刻を終了時刻とする。

C

O A

B

y

x

参考図
（数学Ⅰ・数学Ａ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅰ・数学Ａ

― ３８ ― （２１０４―３８）



 開始時刻から�秒後の�PBQの面積は ア である。

 開始時刻から�秒間の�PBQの面積について，面積の最小値は イ

であり，最大値は ウエ である。

 開始時刻から終了時刻までの�PBQの面積について，面積の最小値は

オ であり，最大値は カキ である。

 開始時刻から終了時刻までの�PBQの面積について，面積が１０以下とな

る時間は�� ク －� ケ ＋� コ �
�秒間である。

（数学Ⅰ・数学Ａ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅰ・数学Ａ

― ３９ ― （２１０４―３９）



〔�〕 高校の陸上部で長距離競技の選手として活躍する太郎さんは，長距離競技の

公認記録が掲載されているWebページを見つけた。このWebページでは，

各選手における公認記録のうち最も速いものが掲載されている。そのWeb

ページに掲載されている，ある選手のある長距離競技での公認記録を，その選

手のその競技でのベストタイムということにする。

なお，以下の図や表については，ベースボール・マガジン社「陸上競技ラン

キング」のWebページをもとに作成している。

 太郎さんは，男子マラソンの日本人選手の２０２２年末時点でのベストタイ

ムを調べた。その中で，２０１８年より前にベストタイムを出した選手と２０１８

年以降にベストタイムを出した選手に分け，それぞれにおいて速い方から

５０人の選手のベストタイムをデータ A，データ Bとした。

ここでは，マラソンのベストタイムは，実際のベストタイムから�時間を

引いた時間を秒単位で表したものとする。例えば�時間�分３０秒であれ

ば，６０×�＋３０＝３３０（秒）となる。
（数学Ⅰ・数学Ａ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅰ・数学Ａ

― ４０ ― （２１０４―４０）



� 図�と図�はそれぞれ，階級の幅を３０秒とした Aと Bのヒストグラム

である。なお，ヒストグラムの各階級の区間は，左側の数値を含み，右側

の数値を含まない。
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図� Aのヒストグラム
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図� Bのヒストグラム

図�から Aの最頻値は階級 サ の階級値である。また，図�から

Bの中央値が含まれる階級は シ である。

サ ， シ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� ２７０以上３００未満 � ３００以上３３０未満

� ３３０以上３６０未満 � ３６０以上３９０未満

	 ３９０以上４２０未満 
 ４２０以上４５０未満

� ４５０以上４８０未満 � ４８０以上５１０未満


 ５１０以上５４０未満 � ５４０以上５７０未満

（数学Ⅰ・数学Ａ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅰ・数学Ａ

― ４１ ― （２１０４―４１）



� 図�は，A，Bそれぞれの箱ひげ図を並べたものである。ただし，中央
値を示す線は省いている。

A

B

(秒)280 300 320 340 360 380 400 420 440 460 500 520 540 560480

図� Aと Bの箱ひげ図

図�より次のことが読み取れる。ただし，A，Bそれぞれにおける，速い方
から１３番目の選手は，一人ずつとする。

● Bの速い方から１３番目の選手のベストタイムは，Aの速い方から１３番

目の選手のベストタイムより，およそ ス 秒速い。

● Aの四分位範囲から Bの四分位範囲を引いた差の絶対値は セ で

ある。

ス については，最も適当なものを，次の�～�のうちから一つ選

べ。

� � � １５ � ２５ 	 ３５ 
 ４５ � ５５

セ の解答群

� �以上２０未満
� ２０以上４０未満
� ４０以上６０未満
	 ６０以上８０未満

 ８０以上１００未満

（数学Ⅰ・数学Ａ第２問は４４ページに続く。）

数学Ⅰ・数学Ａ

― ４２ ― （２１０４―４２）



� 太郎さんは，Aのある選手と Bのある選手のベストタイムの比較にお

いて，その二人の選手のベストタイムが速いか遅いかとは別の観点でも考

えるために，次の式を満たす zの値を用いて判断することにした。

式

（あるデータのある選手のベストタイム）＝

（そのデータの平均値）＋ z×（そのデータの標準偏差）

二人の選手それぞれのベストタイムに対する zの値を比較し，その値の

小さい選手の方が優れていると判断する。
（数学Ⅰ・数学Ａ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅰ・数学Ａ

― ４４ ― （２１０４―４４）



表�は，A，Bそれぞれにおける，速い方から�番目の選手（以下，�

位の選手）のベストタイムと，データの平均値と標準偏差をまとめたもの

である。

表� �位の選手のベストタイム，平均値，標準偏差

データ �位の選手のベストタイム 平均値 標準偏差

A ３７６ ５０４ ４０

B ２９６ ４５４ ４５

式と表�を用いると，Bの�位の選手のベストタイムに対する zの値は

z＝－ ソ ． タチ

である。このことから，Bの�位の選手のベストタイムは，平均値より標

準偏差のおよそ ソ ． タチ 倍だけ小さいことがわかる。

A，Bそれぞれにおける，�位の選手についての記述として，次の�～

�のうち，正しいものは ツ である。

ツ の解答群

� ベストタイムで比較すると Aの�位の選手の方が速く，zの値で

比較すると Aの�位の選手の方が優れている。

� ベストタイムで比較すると Bの�位の選手の方が速く，zの値で

比較すると Bの�位の選手の方が優れている。

� ベストタイムで比較すると Aの�位の選手の方が速く，zの値で

比較すると Bの�位の選手の方が優れている。

� ベストタイムで比較すると Bの�位の選手の方が速く，zの値で

比較すると Aの�位の選手の方が優れている。

（数学Ⅰ・数学Ａ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅰ・数学Ａ

― ４５ ― （２１０４―４５）



 太郎さんは，マラソン，１００００m，５０００mのベストタイムに関連がないか

を調べることにした。そのために，２０２２年末時点でのこれら�種目のベス

トタイムをすべて確認できた日本人男子選手のうち，マラソンのベストタイ

ムが速い方から５０人を選んだ。

図�と図�はそれぞれ，選んだ５０人についてのマラソンと１００００mのベ

ストタイム，５０００mと１００００mのベストタイムの散布図である。ただし，

５０００mと１００００mのベストタイムは秒単位で表し，マラソンのベストタイ

ムはの場合と同様，実際のベストタイムから�時間を引いた時間を秒単

位で表したものとする。なお，これらの散布図には，完全に重なっている点

はない。

(秒)

(秒)

マラソン
320 360 400 440 480 520
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０
０
０
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m

図� マラソンと１００００mの散布図
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図� ５０００mと１００００mの散布図
（数学Ⅰ・数学Ａ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅰ・数学Ａ

― ４６ ― （２１０４―４６）



次の，は，図�と図�に関する記述である。

 マラソンのベストタイムの速い方から�番目までの選手の１００００mの

ベストタイムは，�選手とも１６７０秒未満である。

 マラソンと１００００mの間の相関は，５０００mと１００００mの間の相関より

強い。

，の正誤の組合せとして正しいものは テ である。

テ の解答群

� � � �

 正 正 誤 誤

 正 誤 正 誤

数学Ⅰ・数学Ａ

― ４７ ― （２１０４―４７）



第３問 （選択問題）（配点 ２０）

箱の中にカードが�枚以上入っており，それぞれのカードにはアルファベットが

�文字だけ書かれている。この箱の中からカードを�枚取り出し，書かれているア

ルファベットを確認してからもとに戻すという試行を繰り返し行う。

 箱の中に A ， B のカードが�枚ずつ全部で�枚入っている場合を考える。

以下では，�以上の自然数 nに対し，n回の試行で A，Bがそろっていると

は，n回の試行で A ， B のそれぞれが少なくとも�回は取り出されることを

意味する。

� �回の試行で A，Bがそろっている確率は
ア

イ
である。

� �回の試行で A，Bがそろっている確率を求める。

例えば，�回の試行のうち A を�回， B を�回取り出す取り出し方は�

通りあり，それらをすべて挙げると次のようになる。

�回目 �回目 �回目

A B B

B A B

B B A

このように考えることにより，�回の試行で A，Bがそろっている取り出し

方は ウ 通りあることがわかる。よって，�回の試行で A，Bがそろって

いる確率は
ウ
２３ である。

� �回の試行で A，Bがそろっている取り出し方は エオ 通りある。よっ

て，�回の試行で A，Bがそろっている確率は
カ

キ
である。

（数学Ⅰ・数学Ａ第３問は次ページに続く。）

第３問～第５問は，いずれか２問を選択し，解答しなさい。数学Ⅰ・数学Ａ

― ４８ ― （２１０４―４８）



 箱の中に A ， B ， C のカードが�枚ずつ全部で�枚入っている場合を考

える。

以下では，�以上の自然数 nに対し，n回目の試行で初めて A，B，Cがそろ

うとは，n回の試行で A ， B ， C のそれぞれが少なくとも�回は取り出さ

れ，かつ A ， B ， C のうちいずれか�枚が n回目の試行で初めて取り出さ

れることを意味する。

� �回目の試行で初めて A，B，Cがそろう取り出し方は ク 通りある。

よって，�回目の試行で初めて A，B，Cがそろう確率は
ク
３３ である。

� �回目の試行で初めて A，B，Cがそろう確率を求める。

�回目の試行で初めて A，B，Cがそろう取り出し方は，の�を振り返

ることにより，�× ウ 通りあることがわかる。よって，�回目の試行で

初めて A，B，Cがそろう確率は
ケ

コ
である。

� �回目の試行で初めて A，B，Cがそろう取り出し方は サシ 通りある。

よって，�回目の試行で初めて A，B，Cがそろう確率は
サシ
３５ である。

（数学Ⅰ・数学Ａ第３問は次ページに続く。）

数学Ⅰ・数学Ａ

― ４９ ― （２１０４―４９）



 箱の中に A ， B ， C ， D のカードが�枚ずつ全部で�枚入っている場合

を考える。

以下では，�回目の試行で初めて A，B，C，Dがそろうとは，�回の試行で

A ， B ， C ， D のそれぞれが少なくとも�回は取り出され，かつ A ，

B ， C ， D のうちいずれか�枚が�回目の試行で初めて取り出されること

を意味する。

また，�以上�以下の自然数 nに対し，�回の試行のうち n回目の試行で初

めて A，B，Cだけがそろうとは，�回の試行のうち�回目から n回目の試行

で， A ， B ， C のそれぞれが少なくとも�回は取り出され， D は�回も取

り出されず，かつ A ， B ， C のうちいずれか�枚が n回目の試行で初めて

取り出されることを意味する。�回の試行のうち n回目の試行で初めて B，C，

Dだけがそろうなども同様に定める。
（数学Ⅰ・数学Ａ第３問は次ページに続く。）

数学Ⅰ・数学Ａ

― ５０ ― （２１０４―５０）



太郎さんと花子さんは，�回目の試行で初めて A，B，C，Dがそろう確率に

ついて考えている。

太郎：例えば，�回目までに A ， B ， C のそれぞれが少なくとも�回

は取り出され，かつ�回目に初めて D が取り出される場合を考えた

ら計算できそうだね。

花子：それなら，初めて A，B，Cだけがそろうのが，�回目のとき，�回

目のとき，�回目のときで分けて考えてみてはどうかな。

�回の試行のうち�回目の試行で初めて A，B，Cだけがそろう取り出し方が

ク 通りであることに注意すると，「�回の試行のうち�回目の試行で初め

て A，B，Cだけがそろい，かつ�回目の試行で初めて D が取り出される」取り

出し方は スセ 通りあることがわかる。

同じように考えると，「�回の試行のうち�回目の試行で初めて A，B，Cだ

けがそろい，かつ�回目の試行で初めて D が取り出される」取り出し方は

ソタ 通りあることもわかる。

以上のように考えることにより，�回目の試行で初めて A，B，C，Dがそろ

う確率は
チツ

テトナ
であることがわかる。

数学Ⅰ・数学Ａ

― ５１ ― （２１０４―５１）



第４問 （選択問題）（配点 ２０）

T�，T�，T�を次のようなタイマーとする。

T�：�進数を�桁表示するタイマー

T�：�進数を�桁表示するタイマー

T�：�進数を�桁表示するタイマー

なお，n進数とは n進法で表された数のことである。

これらのタイマーは，すべて次の表示方法に従うものとする。

表示方法

 スタートした時点でタイマーは０００と表示されている。

 タイマーは，スタートした後，表示される数が�秒ごとに�ずつ増えてい

き，�桁で表示できる最大の数が表示された�秒後に，表示が０００に戻る。

 タイマーは表示が０００に戻った後も，と同様に，表示される数が�秒

ごとに�ずつ増えていき，�桁で表示できる最大の数が表示された�秒後

に，表示が０００に戻るという動作を繰り返す。

T　3

1　秒後

011 012
参考図

例えば，T�はスタートしてから�進数で１２秒後に０１２と表示される。その

後，２２２と表示された�秒後に表示が０００に戻り，その１２秒後に再び０１２と表

示される。
（数学Ⅰ・数学Ａ第４問は次ページに続く。）

第３問～第５問は，いずれか２問を選択し，解答しなさい。数学Ⅰ・数学Ａ

― ５２ ― （２１０４―５２）



 T�は，スタートしてから１０進数で４０秒後に アイウ と表示される。

T�は，スタートしてから�進数で１００１１秒後に エオカ と表示される。

 T�をスタートさせた後，初めて表示が０００に戻るのは，スタートしてから

１０進数で キク 秒後であり，その後も キク 秒ごとに表示が０００に戻る。

同様の考察を T�に対しても行うことにより，T�と T�を同時にスタートさ

せた後，初めて両方の表示が同時に０００に戻るのは，スタートしてから１０進数

で ケコサシ 秒後であることがわかる。
（数学Ⅰ・数学Ａ第４問は次ページに続く。）

数学Ⅰ・数学Ａ

― ５３ ― （２１０４―５３）



 �以上の整数 lに対して，T�をスタートさせた l秒後に T�が０１２と表示さ

れることと

lを スセ で割った余りが ソ であること

は同値である。ただし， スセ と ソ は１０進法で表されているものとす

る。

T�についても同様の考察を行うことにより，次のことがわかる。

T�と T�を同時にスタートさせてから，初めて両方が同時に０１２と表示され

るまでの時間をm秒とするとき，mは１０進法で タチツ と表される。

（数学Ⅰ・数学Ａ第４問は次ページに続く。）

数学Ⅰ・数学Ａ

― ５４ ― （２１０４―５４）



また，T�と T�の表示に関する記述として，次の�～�のうち，正しいもの

は テ である。

テ の解答群

� T�と T�を同時にスタートさせてから，m秒後より前に初めて両方が

同時に０１２と表示される。

� T�と T�を同時にスタートさせてから，ちょうどm秒後に初めて両方

が同時に０１２と表示される。

� T�と T�を同時にスタートさせてから，m秒後より後に初めて両方が

同時に０１２と表示される。

� T�と T�を同時にスタートさせてから，両方が同時に０１２と表示され

ることはない。

数学Ⅰ・数学Ａ

― ５５ ― （２１０４―５５）



第５問 （選択問題）（配点 ２０）

図�のように，平面上に�点 A，B，C，D，Eがあり，線分 AC，CE，EB，

BD，DAによって，星形の図形ができるときを考える。線分 ACと BEの交点を

P，ACと BDの交点を Q，BDと CEの交点を R，ADと CEの交点を S，ADと

BEの交点を Tとする。

P

B

Q

C

A

R

E

S

T

D

図 �

ここでは

AP：PQ：QC＝�：�：�， AT：TS：SD＝�：�：�

を満たす星形の図形を考える。

以下の問題において比を解答する場合は，最も簡単な整数の比で答えよ。
（数学Ⅰ・数学Ａ第５問は次ページに続く。）

第３問～第５問は，いずれか２問を選択し，解答しなさい。数学Ⅰ・数学Ａ

― ５６ ― （２１０４―５６）



 �AQDと直線 CEに着目すると

QR
RD
・ DS
SA
・

ア
CQ

＝�

が成り立つので

QR：RD＝ イ ： ウ

となる。また，�AQDと直線 BEに着目すると

QB：BD＝ エ ： オ

となる。したがって

BQ：QR：RD＝ エ ： イ ： ウ

となることがわかる。

ア の解答群

� AC � AP � AQ � CP � PQ

（数学Ⅰ・数学Ａ第５問は次ページに続く。）

数学Ⅰ・数学Ａ

― ５７ ― （２１０４―５７）



 �点 P，Q，R，S，Tが同一円周上にあるとし，AC＝�であるとする。

� �点 A，P，Q，S，Tに着目すると，AT：AS＝�：�より

AT＝� カ と な る。さ ら に，�点 D，Q，R，S，Tに 着 目 す る と

DR＝���となることがわかる。

	 �点 A，B，Cを通る円と点 Dとの位置関係を，次の構想に基づいて調べよ
う。

構想

線分 ACと BDの交点 Qに着目し，AQ・CQと BQ・DQの大小を比べる。

まず，AQ・CQ＝�・�＝１５かつ BQ・DQ＝ キク であるから

AQ・CQ ケ BQ・DQ ………………………… 

が成り立つ。また，�点 A，B，Cを通る円と直線 BDとの交点のうち，Bと
異なる点を Xとすると

AQ・CQ コ BQ・XQ ………………………… 

が成り立つ。との左辺は同じなので，との右辺を比べることによ
り，XQ サ DQが得られる。したがって，点 Dは�点 A，B，Cを通る円

の シ にある。

ケ ～ サ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）


 ＜ � ＝ � ＞

シ の解答群


 内 部 � 周 上 � 外 部

（数学Ⅰ・数学Ａ第５問は次ページに続く。）

数学Ⅰ・数学Ａ

― ５８ ― （２１０４―５８）



� �点 C，D，Eを通る円と�点 A，Bとの位置関係について調べよう。

この星形の図形において，さらに CR＝ RS＝ SE＝�となることがわか

る。したがって，点 Aは�点 C，D，Eを通る円の ス にあり，点 Bは

�点 C，D，Eを通る円の セ にある。

ス ， セ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� 内 部 � 周 上 � 外 部

数学Ⅰ・数学Ａ

― ５９ ― （２１０４―５９）




